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長
時
間
労
働
や
過
重
労
働
が
、
新

聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
、「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
が
成
立
し
、
人
事
院
規
則
に
も

時
間
外
労
働
の
上
限
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
は
、
地
方
自
治
体
に
対
し

て
も
こ
れ
に
準
じ
た
条
例
・
規
則
改

正
を
求
め
て
い
ま
す
。
時
間
外
労
働

規
制
は
、
勤
務
条
件
の
問
題
で
あ
り
、

労
使
交
渉
事
項
で
す
。

　

一
日
の
労
働
時
間
は
８
時
間

　

労
働
基
準
法
で
は
、
８
時
間
労
働

が
原
則
で
、
そ
れ
以
上
働
か
せ
る
時

は
、
労
働
基
準
法
36
条
を
労
使
が
結

ば
な
い
と
残
業
さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
労
使
が
「
い
く
ら
長
時
間

残
業
し
て
も
良
い
で
す
」
と
協
定
す

れ
ば
、
長
時
間
労
働
が
蔓
延
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
「
働
き
方
改
革
法
」
で
は
、

法
に
定
め
ら
れ
た
上
限
を
超
え
て
、

働
か
せ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま

し
た
。

　

私
た
ち
に
も
労
基
法
は
適
用

　

労
基
法
は
、
地
方
公
務
員
に
も
原

則
適
用
さ
れ
、
時
間
外
労
働
を
命
ず

る
場
合
は
、「
３
６
協
定
」
を
締
結

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。

　

た
だ
し
本
庁
や
支
所
等
事
務
系
の

職
場
で
は
、「
公
務
の
た
め
に
臨
時

に
必
要
」
で
あ
れ
ば
と
い
う
除
外
規

定
が
あ
り
、
当
局
は
協
定
を
結
ぼ
う

と
し
ま
せ
ん
。

　

保
育
所
や
病
院
・
水
道
・
土
木
事

務
所
等
で
は
、
３
６
協
定
を
結
ぶ
義

務
が
あ
り
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合

罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
庁
等
の
事
務
系
職
場
で

も
労
基
法
改
正
で
上
限
規
制
が
明
記

さ
れ
、
３
６
協
定
や
労
使
協
定
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
「
超
勤
実
態
調
査
」
で
は
、
長
時

間
労
働
や
人
員
不
足
な
ど
深
刻
な
実

態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
長
時
間
労
働
に
よ
る
健
康

破
壊
か
ら
職
員
を
守
る
た
め
に
、
今

年
４
月
か
ら
の
上
限
規
制
に
あ
た
っ

て
、
職
場
の
意
見
な
ど
集
約
し
労
使

交
渉
に
基
づ
く
条
例
・
規
則
の
改
正

の
労
使
交
渉
を
申
し
入
れ
ま
す
。

な
く
そ
う
長
時
間
労
働

  

公
務
員
も
働
き
方
改
革

東日本大震災の原発事故から8 年にな
ろうとしています。この間、日本は原
発の輸出を積極的に進めてきましたが、
計画はすべて頓挫しています。今こそ、
日本のエネルギー政策は、転換のとき
ではないでしょうか。

●労働基準法三十二条
使用者は、労働者に、休憩時間を除き一週間について四十時間を超えて、
労働させてはならない。
２　使用者は、一週間の各日については、労働者に、休憩時間を除き一日
について八時間を超えて、労働させてはならない。
●労働基準法三十六条
使用者は、当該事業場に、労働者の過半数で組織する労働組合がある場
合においてはその労働組合、労働者の過半数で組織する労働組合がない場
合においては労働者の過半数を代表する者との書面による協定をし、これを
行政官庁に届け出た場合においては、（中略）その協定で定めるところによっ
て労働時間を延長し、又は休日に労働させることができる。

　自治体職員も、原則と
して３６協定を結ぶこと
なしには使用者が時間外
労働を命ずることはでき
ません。
　また、労働基準法に定
められた上限規制が適用
されます。

ここが

ポイント！



 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
困
窮

　

安
倍
首
相
は
こ
れ
ま
で
経
団
連

に
賃
金
引
き
上
げ
を
要
請
し
て
き

ま
し
た
が
、
労
働
者
は
大
企
業
や

高
額
所
得
者
だ
け
が
恩
恵
を
受
け

て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
の
が
実

感
で
し
た
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
た
の
が
厚
生
労

働
省
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
偽

装
で
す
。
１
月
に
報
道
さ
れ
た
中

身
は
、
偽
装
を
修
正
す
る
と
現
金

給
与
総
額
と
前
年
同
月
比
伸
び
率

が
下
方
修
正
と
な
り
、
実
質
賃
金

の
今
年
度
の
伸
び
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
が
消
費
税
率
10
％
引

き
上
げ
の
根
拠
と
し
て
き
た
景
気

判
断
が
崩
れ
た
と
言
え
、
消
費
税

増
税
を
撤
回
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

 
 

官
製
春
闘
は
終
焉

　

ま
た
、
１
月
22
日
経
団
連
は

２
０
１
９
春
闘
の
経
営
側
指
針
と

な
る
「
経
営
労
働
政
策
特
別
委
員

会
報
告
」
で
「
賃
金
の
引
き
上
げ

は
、
政
府
に
要
請
さ
れ
て
行
う
も

大
幅
賃
上
げ
で
景
気
の
回
復
を

　
　
　
　
　

春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢（
１
）

の
で
は
な
い
」「
労
使
に
よ
る
議

論
を
経
て
企
業
が
決
定
す
る
」
と

賃
金
抑
制
の
主
導
権
を
財
界
・
大

企
業
が
握
る
こ
と
を
強
調
し
、
安

倍
政
権
の
官
製
春
闘
が
終
わ
っ
た

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
巨
額
の
内
部
留
保
に
つ

い
て
「
適
正
な
内
部
留
保
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
」
と
さ
ら
な
る

貯
め
込
み
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
。

 

労
働
者
犠
牲
で
大
も
う
け

　

日
本
の
大
企
業
は
、
２
０
０
０

年
代
に
入
り
株
主
重
視
の
経
営

を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
大
企
業

は
、
い
く
ら
儲
け
て
も
賃
金
に
回

そ
う
と
し
ま
せ
ん
。
派
遣
・
契
約

な
ど
の
非
正
規
労
働
者
を
大
量
に

活
用
し
、
経
常
利
益
は
17
年
度

３
０
１
・
７
と
大
き
く
伸
び
て
い

る
の
に
対
し
、
賃
金
は
１
０
３
・３

と
横
ば
い
で
す
。（
資
料
１
）

　

労
働
分
配
率
も
大
き
く
低
下

し
、
日
本
ほ
ど
労
働
者
が
犠
牲
に

さ
れ
て
い
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
資
料
２
）
海
外
と
比
べ
て
も
日

本
の
賃
金
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
す
。（
資
料
４
）
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（注）資本金 10 億円以上の大企業（金融・保険のぞく）
資料：財務省「法人企業統計」
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（注）賃金は製造業の時間当たり賃金
資料：日本労働政策研究・研修機構『データブック国際比較 2018』
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　　兆円
15.34
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17.90
25.93
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41.91
43.13

資料：［１］に同じ

［３］経常利益と配当は大幅に増えたけれど

［１］大企業の利益、株主配当、賃金の推移
　　　儲けは賃金に回らず株主と企業の懐に

［４］日本の賃金だけが低迷

［２］労働分配率は低下、企業配分率が増加



催
し
も
の
情
報

―
２
月
―

●
23
日（
土
）
～
24
日（
日
）

　
【
全
労
連
青
年
部
青
年
春
闘
交

　

流
学
習
会
】　
　
　
　
　

東
京

●
28
日
（
木
）

　
【
春
闘
前
進
を
め
ざ
す
地
域
総

　

行
動
】

―
３
月
―

●
３
日
（
日
）
13
時
半
～
17
時

　
【
福
岡
自
治
労
連
組
織
集
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
畑

●
10
日
（
日
）
12
時
50
分
～
14
時
半

　
【
さ
よ
な
ら
原
発
！
３
・
10
北
九

　

州
集
会
】

　
　
　

勝
山
公
園（
図
書
館
横
）

●
14
日
（
木
）
18
時
15
分

　
【
全
国
統
一
行
動
】　

小
倉
駅

●
17
日
（
日
）
13
時
～

　
【
福
岡
県
民
集
会
】　
冷
泉
公
園

９条の会９条の会
　

今
月
の
６
９
行
動
は
9

日
（
土
）、
風
が
冷
た
く

寒
い
中
3
人
で
行
い
ま
し

た
◆
買
い
物
帰
り
な
ど
人

の
流
れ
は
あ
る
も
の
の
、

第149回

　

今
年
も
「
２
０
１
８
退
職
者

を
は
げ
ま
す
集
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
毎
年
、
各
評
議
会
・

部
会
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
退
職
者
の
方
に
案
内

状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
組
合

員
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
出
欠
の
確
認
を
２
月
28
日

ま
で
に
本
部
書
記
局
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
今
年
も
み
ん
な

で
退
職
者
の
方
々
を
盛
大
に

送
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

３
月
８
日
（
金
）

　

18
時
15
分
よ
り

▽
場
所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

　

ホ
テ
ル

▽
会
費
負
担
あ
り

※
退
職
さ
れ
る
方
は
無
料
で

す
。

昨年のステージパフォーマンス

　

労
働
組
合
は
、
労
働
者
の
生
活

や
権
利
を
守
る
た
め
に
存
在
す
る

組
織
で
す
。

　

市
職
労
は
、
ど
の
よ
う
な
立
場

で
運
動
し
て
い
る
の
か
基
礎
的
な

考
え
方
を
連
載
し
ま
す
。

　

人
間
ら
し
く

　
　

く
ら
せ
る
賃
金
と
は

　

賃
金
は
、「
労
働
力
の
再
生
産
」

を
保
障
す
る
基
礎
で
す
。
労
働
力

は
、
人
間
の
活
動
の
源
泉
で
す
。

労
働
者
が
生
活
し
て
毎
日
働
く
た

め
に
は
、
食
事
や
家
族
を
養
う
こ

と
、
息
抜
き
に
レ
ジ
ャ
ー
を
す
る
、

子
ど
も
の
教
育
費
な
ど
、
諸
々
の

費
用
が
必
要
で
、
そ
れ
を
支
え
る

の
が
「
賃
金
」
で
す
。

　

賃
金
は
、い
く
ら
必
要
か

　

市
職
労
は
、「
８
時
間
働
け
ば

人
間
ら
し
く
く
ら
せ
る
賃
金
」
を

求
め
、「
残
業
し
な
く
て
も
、
人

間
ら
し
く
あ
た
り
前
の
く
ら
し
が

で
き
る
水
準
の
賃
金
」を
求
め「
全

国
一
律
最
低
賃
金
制
度
」
実
現
の

運
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

憲
法
25
条
で
は
、「
す
べ
て
の

国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す

る
」
と
し
て
、
国
民
の
生
存
権
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
文
に
基
づ
き
、
生
活
保

護
法
や
労
働
基
準
法
・
最
低
賃
金

法
な
ど
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

政
府
は
具
体
的
基
準
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
生
活
保
護
基

準
が
一
方
的
に
下
げ
ら
れ
た
り
、

最
低
賃
金
が
地
域
で
大
き
な
格
差

が
つ
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

全
労
連
は
最
低
生
計
費
の
調
査

を
呼
び
か
け
、
市
職
労
や
地
区
労

連
で
最
低
生
計
費
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
男
女
と
も

に
約
24
万
円
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
国
で
も
調
査
が
行
わ
れ
、

ほ
ぼ
同
様
に
ど
こ
で
も
最
低
生
計

費
は
24
万
円
前
後
必
要
と
い
う
結

果
が
で
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
７
日
に
自
民
党
の

国
会
議
員
が
「
地
方
格
差
に
つ
な

が
る
最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に
す

べ
き
」
と
議
員
連
盟
が
発
足
さ
れ
、

実
現
に
一
歩
近
づ
い
て
い
ま
す
。

（
学
習
の
友
２
０
１
９
春
闘
別
冊

よ
り
抜
粋
）

ご参加ください！

2018退職者をはげます集い

市職労臨時大会
日 時  ２月 26日（火）
　　  18 時 15分～

場 所  市立生涯学習総合センター

足
を
止
め
て
の
署
名
は
厳
し
い
か

な
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
歩
み

よ
り
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

一
筆
の
署
名
を
い
た
だ
き
、
続
い

て
高
齢
の
女
性
が
「
日
本
は
お
か

し
い
よ
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
娘

さ
ん
と
二
人
、
署
名
と
カ
ン
パ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
市
職
労
な

の
。
私
も
組
合
に
入
っ
て
い
ま
し

た
よ
」
と
言
わ
れ
心
が
暖
か
く

な
る
行
動
で
し
た
◆
54
年
3
月
1

日
、
第
5
福
竜
丸
が
ビ
キ
ニ
環
礁

で
行
わ
れ
た
水
爆
実
験
に
よ
り
、

死
の
灰
を
浴
び
マ
グ
ロ
漁
船
の
久

保
山
愛
吉
さ
ん
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
広
島
・
長
崎
に
続
く
3
度
目

の
被
爆
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後

75
年
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
を
！
」
と
ご
一
緒

に
行
動
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

これだけは知って
労働組合の役割①

新連載



　

梅
の
花
が
満
開
で
す
。
春
は
そ

こ
ま
で
！
逃
げ
る
２
月
に
、
去
る

３
月
。
文
化
芸
術
ど
こ
ろ
で
は
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら

こ
そ
２
〜
３
時
間
、
非
日
常
に

浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

恒
例
の
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
候
補

が
発
表
さ
れ
、
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス

小
倉
で
続
々
公
開
！
作
品
賞
候
補

の
「
女
王
陛
下
の
お
気
に
入
り
」

（
15
日
か
ら
）
、
「
グ
リ
ー
ン
ブ
ッ

ク
」
（
３
月
１
日
か
ら
）
は
見
逃

せ
ま
せ
ん
！

　

し
か
し
、
昭
和
館
も
面
白
い
！

昭
和
館
１
で
は
、
大
杉
漣
の
「
教

誨
師
」
と
市
原
悦
子
の
「
し
ゃ
ぼ

ん
玉
」
を
16
日
か
ら
追
悼
上
映
、

続
い
て
２
日
か
ら
は
イ
ン
ド
映
画

２
本
立
で
「
パ
ッ
ド
マ
ン
５
億
人

の
女
性
を
救
っ
た
男
」
と
「
ダ
ン
ガ

ル　

き
っ
と
、
つ
よ
く
な
る
」
。
元

気
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
！
さ
ら

に
昭
和
館
２
で
は
、
３
月
９
日
か

ら
昨
年
話
題
の
青
春
日
本
映
画

「
き
み
の
鳥
は
う
た
え
る
」
と

「
生
き
て
い
る
だ
け
で
、
愛
」
を

上
映
。
旬
の
男
優
・
女
優
を
ス
ク

リ
ー
ン
で
観
よ
う
！
昭
和
館
さ

ん
、
サ
ン
キ
ュ
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

ひ
な
祭
り
に
は
「
朴
葵
姫
（
パ

ク
・
キ
ュ
ヒ
）
ギ
タ
ー
・
リ
サ
イ

タ
ル
」
へ
！
〝
天
使
の
ト
レ
モ
ロ
〞

を
ぜ
ひ
聴
い
て
！

　

３
月
３
日
（
日
）
15
時
か
ら
戸

畑
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
。

25
歳
以
下
２
０

０
０
円
！
詳
細

は
北
九
州
労
音

（
５
７
１
・
０
２
２
７
）
へ
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
15
年
の
イ
タ
リ
ア
映
画

「
ブ
ラ
ン
カ
と
ギ
タ
ー
弾
き
」。
が
、

舞
台
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
、
監

督
は
日
本
人
の
長
谷
井
宏
紀
で
す
。

〝
母
を
買
お
う
〞
と
思
い
立
つ
孤
児

の
ブ
ラ
ン
カ
に
、

歌
を
教
え
る
盲

目
の
ギ
タ
ー
弾

き
。
二
人
の
幸

せ
を
探
す
旅
の

行
方
は
？
音
楽

と
色
彩
に
浸
る
77
分
！

17
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

18
日
（
月
）
19
時　

小
倉
昭
和
館
１

　
「
門
司
関
」
が
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
平
安
時
代
の
頃

か
ら
で
し
ょ
う
。
平
安
後
期
の
日

本
図（「
二
中
歴
」所
収
）に
は
、「
門

司
」
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
律

令
制
の
官
司
名
「
門
司
」
が
地
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
は
、
古
代
の
道
の

駅
「
社
埼
駅
」
と
一
体
と
な
っ
て

「
門
司
」
が
関
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
九
州
統
括
機
関
「
大

宰
府
」
は
、
九
州
か
ら
中
央
に
出

る
船
に
対
し
て
「
門
司
」
に
お
い

て
過
所
（
通
行
許
可
証
）
の
検
閲

を
受
け
る
よ
う
に
命
じ
て
い
ま
し

た
。「
防
人
」を
置
い
て
外
国（
唐
・

新
羅
）
か
ら
の
侵
攻
を
警
戒
し
て

い
た
時
代
で
は
、「
馬
」と「
米
」
の

流
出
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
門
司
」
は
中
央
か
ら
の

物
資
の
受
け
入
れ
窓
口
と
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
山
口
県
美
祢
市

の
長
登
銅
山
跡
か
ら
出
土
し
た
奈

良
時
代
の
銅
の
付
札
木
簡
の
な
か

に
送
り
先
が
「
豊
前
門
司
」
と
書

か
れ
た
木
簡
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
門
司
」
に
搬
入
さ
れ
た
物
資

は
大
宰
府
の
指
示
に
従
い
配
送
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。　

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
古
代
編

古
代
編  

⑦⑦

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

平
安
時
代
に
入
り
、
律
令
制
も

次
第
に
弛
緩
し
て
く
る
に
つ
れ

て
、
関
門
海
峡
を
通
行
す
る
公
私

の
船
舶
も
増
加
し
、
関
津
（
港
）

と
し
て
の
「
門
司
」
も
港
湾
施
設

や
人
員
を
拡
充
し
て
対
応
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
最
澄
（
天
台
宗
）

や
空
海
（
真
言
宗
）
の
布
教
活
動

で
仏
教
が
興
隆
を
み
せ
る
な
か
、

貞
観
年
代
（
８
６
０
年
頃
）
に
京

都
に
石
清
水
八
幡
宮
が
勧
請
さ
れ

た
の
に
伴
っ
て
下
関
（
赤
間
関
）

側
に
亀
山
八
幡
神
社
と
門
司
側
に

甲
宗
八
幡
神
社
（
門
司
八
幡
宮
）

が
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
甲
宗

八
幡
が
門
司
の
産
土
神
と
し
て

崇
敬
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

つ
づ
く 「二中歴」日本図より

　

１
９
０
８
年
、
ア
メ
リ
カ
の
女

性
た
ち
が
「
パ
ン
と
参
政
権
」
を

求
め
て
行
っ
た
集
会
と
デ
モ
が
始

ま
り
で
す
。
日
本
で
は
23
年
か
ら
、

そ
の
時
ど
き
の
女
性
が
直
面
す
る

要
求
を
掲
げ
て
た
た
か
う
日
と
し

て
、
今
日
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
北
九
州
市
で
も
、
各
地
で
集

会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〇
若
松
地
区
２
月
24
日
（
日
）
10

時
半
〜
12
時
若
松
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
第
３
集
会
室　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

と
講
演
「
今
年
こ
そ
世
界
の
平
和

め
ざ
し
て
！
」
長
能
正
義
さ
ん　

〇
小
倉
地
区
３
月
３
日
（
日
）
14

時
〜
16
時
ム
ー
ブ
5
階
大
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム　

記
念
講
演
「
辺
野

古
の
新
基
地
建
設
か
ら
見
え
る
も

の
」
八
記
久
美
子
さ
ん　

〇
八
幡

地
区
３
月
３
日
（
日
）
９
時
45
分

〜
11
時
45
分
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ

７
階
記
念
講
演
「
戦
時
下
の
く
ら

し
」
石
井
方
子
さ
ん　

〇
戸
畑
地

区
３
月
８
日
（
金
）
18
時
30
分
戸

畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

Ｄ
Ｖ
Ｄ

鑑
賞
「
コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡
」　

〇
門
司
地
区　
３
月
８
日
（
金
）
18

時
大
里
柳
市
民
セ
ン
タ
ー
Ｄ
Ｖ
Ｄ

視
聴
と
学
習
会
「
憲
法
と
自
衛
隊
」

国
際
女
性
デ
ー


